
                    

                     

明日からいよいよ夏休みですね。楽しい計画を立てている人も  

             いることでしょう。ただ、楽しいことだけではなく、勉強にも  

             じっくり向き合えるのがこの夏休みということで、２６日（火） 

から３０日（日）まで全年次を対象に夏期講座が開かれます。

１・２年次生は午前中に英・国・数の３教科。３年次生は３教

科以外に理科、地歴公民も含め午後まで講座が行われます。部 

活動も講座期間の午前中は活動禁止となり、学習に集中することになります。 

１年次生は基礎力、２年次生は発展的な力、そして３年次生は実戦力をしっかりと付け、 

進路実現に一歩でも近づけていきましょう。また３年次生には、各々の進路目標により特化

した夏期集中講座が８月１日（火）から４日間行われます。ここでの頑張りが合格への鍵！ 

 

＜インターンシップ＞ 

  この夏休み期間に（事業所によって日程は異なりますが）２・３年次生の希望者（３８名）

がインターンシップ（＝職業体験）に参加します。看護職や警察、消防その他の職場で現場

実習を体験します。これらの経験は、みなさんの就職や進学試験での面接・作文に生かせる

だけでなく、事業主の方々が、「誠実に頑張る桜陽生」を評価する機会でもあります。是非

とも真剣に取り組み、充実したものにして下さい。 

＜オープンキャンパス＞ 

  各大学・短大・専門学校などは、この夏休み期間を中心にオープンキャンパスや体験授業

などを実施しています。特に２・３年次生は、自分の志望校はもちろん、自分の希望してい

る学科のある他の学校など、複数校のオープンキャンパスに参加してみるとよいでしょう。

夏休みとはいっても、講座や部活動など忙しい日々が続きますが、なるべく都合をつけて参

加してみることをお勧めします。またオープンキャンパスに参加していると、入試の面接時

や志望理由書を作成する際に、学校を実際に見た経験から意見に説得力が生まれます。 

 とくに学校推薦型や総合型選抜での受験のなかには「オープンキャンパスの参加」が出願

条件になる場合もありますので、志望校のオープンキャンパス情報は早めにチェックしてお

きたいものです。 

 ＜３年次生の就職希望者（特に公務員系）は本番が迫る！＞ 

公務員関係の出願はすでに締め切られているものもありますが、自分が希望する志望先へ

の申込みは進んでいますか？そして夏休みが明けたら、１ヶ月と経たないうちに本番です。

この夏休みを利用して対策（問題集や模試の解き直し等）といった万全の準備をして本番を

迎えられるようにして下さい。就職の求人票も増えてきています。同じくしっかりと情報収

集をして、早めの対策・準備を心掛けましょう。 

 

 



        講座に部活にと忙しい夏休み。でも、勉強時間はいつもよりは取れる
はず。ということで、ここでは学習計画の立て方と勉強法を紹介。 

【ＳＴＥＰ１】 目標にする「総学習時間」を決めよう 

計画を立てる前に、目標とする夏休みの「総学習時間」を決めよう。講座やオープンキャ

ンパスなど、わかっている予定をピックアップし、毎日どれくらい時間が取れそうか考える

といいです。ただし、思わぬ予定が入ることもあるので現実的な目標にしておくのが無難。 

【ＳＴＥＰ２】 優先する科目とパワーバランスを決めよう 

【STEP1】の「総学習時間」を決めたあとは、科目ごとの「優先順位」と「パワーバラン

ス」を考えていこう。例えば英語が苦手なら、優先１位にして総学習時間の 50％を割く。

国語が得意なら、優先３位にして 20％の時間しか割かない。こうするとあれこれ欲張ら

ず、必要な勉強だけを考えやすくなるはず。また、夏休み中に達成したいのが、「基礎固

め」と「苦手克服」。授業がない夏休みだからこそ、一気に終わらせましょう。 

【ＳＴＥＰ３】科目ごとに取り組む勉強内容を決めよう 

【STEP1】と【STEP2】を照らし合わせると、各科目に割ける勉強時間が見えてくる

はず。その時間をもとに、科目ごとに取り組む勉強の内容を、細かく決めましょう。「○ペ

ージまで参考書を進める」「問題集を◯周」と、できるだけ具体的にするのがポイント。何

をするか迷ったら、模試の成績表や定期考査の答案を見直し、苦手な分野を見つけよう。 

【ＳＴＥＰ４】 無理のない予定表をつくろう 

学習内容が決まったら、１日ごとの勉強の予定をカレンダーやスケジュール表（アプリで

も可）等に書き込もう。「英語：問題集を 5 ページ」など、使う教材や分量まで書いた方

が実行しやすくなるし、計画の進み具合も把握しやすくなります。ただし、毎日ギチギチに

勉強を詰め込むと予定が崩れたときに挽回するのが難しく、勉強のモチベーションも下がり

ます。また、夏休み前半には何もやらず、最終日頃に一気に勉強をする（課題を終わらせ

る）といったことも問題。夏休みという貴重な勉強の機会を完全に無駄にしてしまいます

し、一気に詰め込む勉強方法は全くといっていいほど記憶に定着しません。 

夏休みの勉強（特に受験生はなおさら）はつらい面もあるけれど、がんばった分だけ自信

につながるはず。夏休みはこれから！ さっそく学習計画を立て始めよう！ 



受験や採用試験で志望理由書や自己推薦書の提出が必要な人は、夏休みに情報収集や下書

きといった準備に取りかかることをおすすめします。何から書き出していいのかわからない

という人はまず“自分の強み”は何かを考えてみましょう。ポイントは次の３つ。 

 

① 過去の自分の行動を思い返したりして、これまでの高校生活を振り返る 

② 振り返りをもとに、関係する人物（友人、先輩、後輩、保護者、先生、部活動の顧問な     

ど）にその当時の自分についてどう感じたか、客観的な意見やコメントを聞いてみる。 

③ 過去の記録や第三者の意見から“自分の強み”に結びつくキーワードを見つけ、まずは   

箇条書きで良いので文を書く。←これが「志望理由書」・「自己推薦書」の「元」に！ 

 

 （例）①の振り返りで･･･           （※アンダーラインがキーワード。）  

部活では、他の人より後に入ってとても苦労したなぁ･･･。 

     とくに仲の良い友人は５人。昼休みだいたいご飯食べながら笑ってたなぁ。 

     苦手な科目で赤点すれすれだったから、悔しくて次のテストで克服したなぁ。    

    ②の意見・コメントで･･･ 

部活の先輩から「あのとき人一倍最後まで頑張ってやってたよね。」 

     友人から「○○ちゃんって、いつも本当に面白いね！」 

     先生から「今回はこれまでの考査の中で一番良い点数だったぞ。」 

    ③ ①・②のキーワードよりできた文↓（志望理由書・自己推薦書の元） 

・部活動では人より後に入ったため、人一倍努力した。このことから、忍耐力が身 

についた。 

    ・友人から「面白い」と言われる。人を楽しませたり和ませたりすることが好き。 

    ・苦手科目にも粘り強く取り組み、最後の考査では最も良い点数を取ることができ

た。悔しさを原動力に向上心を持って取り組むことができるのが強み。 

 

(※特集１・２参考･･･「ベネッセハイスクールオンライン／マナビジョン」ＨＰ) 




